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         今年も事務所ニュース「第三十九号」の封筒の

切手は、お年玉付年賀切手になっております。

抽選日は 1月 17日(日)ですのでお楽しみに。

昨年はたいへんお世話になりありがとうございました。今年もどうぞ宜しくお願いいたします。

新年にあたって

１．昨年 12月 16日に公表された、平成 28年度税制改正大綱。今年度は平成 27年度のような大きな改正はありません
が、主な改正点として、法人税では３年連続となる法人実効税率の引き下げ（現在の 32.11％から 29.97％に引き下げ
）、消費税では平成 29年４月の消費税率 10％への引き上げと同時となる軽減税率の導入が盛り込まれました。注目さ
れた軽減税率の対象品目の線引きについては、酒類と外食を除く飲食料品全般や定期購読契約が締結された週 2回以
上発行される新聞を８％に据え置くことで自民・公明両党は合意しています。軽減税率の導入については、複数の税

率が導入されるため平成 33年 4月 1日からインボイス制度が導入され、事業者にとってはシステム改修などの資金
面での負担のほか、事務負担が増加します。一部報道では流通業者等が商品管理システムの変更に対応できるよう、

レジを改修する小規模小売業者等への補助金も検討しているとありますので、今後の動向に注目です。

２．作家の半藤一利さんが「昭和史」に次のように書いています。「明治維新から国をつくるのに 40年。敗戦で国を滅
ぼすまでまた 40年。戦後の国づくりが昭和の終りに繁栄を極めるまで 40年。それからまた 40年で滅ぶとすれば、
残された時は少ない。」 戦後 70年を過ぎた今日、これを読んで頭をよぎったのは、昨年９月 19日に国民と 5野党の
猛反対にもかかわらず成立した「安全保障関連法」です。歴代政権が禁じてきた集団的自衛権の行使を可能にすると

いう内容です。ノーベル物理学賞受賞者の益川敏英さんは、「安倍首相がやっていることは怖い。憲法を変えずに、

戦争に行けると言っている。」として、この法案に反対し、「戦争のない世界になってほしい」と強く訴えています。

私も全く同感です。

３．愛媛県で高校の教師をしながら、人間としていかに生きるべきかを問い続けた詩人で、「念ずれば花ひらく」など

の作品を残した坂村真民さん（1909～2006年）。昨年の 11月、愛媛県砥部町にある坂村真民記念館に立寄る機会が
ありました。根底には、深く尊崇した一遍上人をはじめとする仏教の思想が息づいていて、「二度とない人生だから」

は私が特に好きな一篇です。ここで「本気」という詩を紹介したいと思います。「本気になると世界が変わってくる

自分が変わってくる 変わってこなかったらまだ本気になってない証拠だ 本気な恋 本気な仕事 ああ 人間一

度 こいつを つかまんことには ～鳩寿一 真民～。」とても大事な“気づき”をたくさん与えてくれた記念館訪

問でした。

会計事務所ニュース

「第三十九号」です

所長   昆   司 



今年も確定申告の時期が近づいてまいりました。例年のことではありま

                  すが、当事務所に確定申告業務を委託されている方で、必要と思われる方

                  については、「所得税確定申告準備表」を同封いたしますのでご参考にして

いただきたいと思います。

例年同様皆様のご協力のもと、より一層スムーズな申告をと、所員一同、心を新たにし準備万端整えております。

早期提出の為に今年も皆様のお力添えをお願いいたします。

平成２７年分所得税の確定申告期間、及び期間中における盛岡税務署の対応について紹介

します（紙面の関係上、盛岡税務署の対応のみの紹介とします）。

(1) 確定申告期間  平成２８年２月１６日（火）～３月１５日（火）
(2) 盛岡税務署の対応
   ① 申告書作成会場  アイーナ（いわて県民情報交流センター）７階ホール

※盛岡税務署内には申告書作成会場はありません             

   ② 開 設 期 間  平成２８年２月８日（月）～３月１５日（火）

※土・日・祝日を除く。ただし、２月２１日と２月２８日の日曜日に限り開設します。

   ③ 開 設 時 間  ９時から１５時

   ④ 無 料 相 談  平成２８年２月１８日（木）～２月２６日（金）※土・日を除く

～マイナンバー制度について～

  昨年 10月から皆さんのもとに通知されたマイナンバーは、本年から順次、社会保障・税・災害対策の手続きで必
要になります。事業者が税や社会保障関係の事務を行うためには、本人等からマイナンバーを提供してもらう必要

がありますが、番号法によりマイナンバーの提供を求めることができる場合が限定されていますのでご注意くださ

い。ニュースなどでもご存知の通り、すでにマイナンバーに便乗した詐欺事件などが多発していますので、マイナ

ンバーの取扱いについては細心の注意を払っていただくようお願いします。

  マイナンバーの当事務所とお客様との間の取扱いについては、別紙をご確認ください。

長きにわたり当事務所を牽引してきました職員 長澤一夫が、この度定年退職することとな

りました。長澤から皆様へ御礼のご挨拶をさせて頂きたいと思います。 

私こと、去る12月 25日をもって定年退職いたしました。在職中は顧問先様からのご支援に支えられ、大過なく勤

めあげることができました。長きにわたりお世話になりましたことを、紙面を借りて御礼申し上げます。仕事を通じ

て得た様々な経験は、私の今後の人生に役立つものと考えております。今後とも後任の担当者そして昆会計事務所を

ご支援賜りますようお願い申し上げます。 

 末筆ですが、皆様のご健勝をお祈り申し上げ退職のご挨拶とさせて頂きます。ありがとうございました。 

【長澤 一夫】

安倍政権が掲げる「一億総活躍社会」。若者も高齢者も、女性も男性も、障害や難病のある

方々も、一度失敗を経験した人も、みんなが包摂され活躍できる社会、そして、一人ひとり

がそれぞれの能力を発揮でき、それぞれが生きがいを感じることができる社会を言うそうで

す。喫緊の対策として、「希望出生率 1.8の実現」や「介護離職ゼロ」に向けた環境の整備が進められていきます。こ
うした取り組みの中で、国民一人ひとりの安心感の醸成につながり、将来の見通しが確かとなり、消費の底上げ、投

資の拡大、経済の好循環へとつながります。

ところで、「活躍」という言葉は、周りから評価され、初めて「活躍している」という成果が返ってくるものだと思

います。一人では成し得ない「活躍」を、皆さんは今年１年誰に向けて、また何をしたいと思うでしょうか。家族、

地域、職場等、皆さんそれぞれ「活躍」の場は異なると思います。１年の初めに考えてみてはいかがでしょうか。

本年もどうぞ宜しくお願い致します。

                                      【ニュース委員会】

確定申告のお知らせ

ああととががきき

～退職のご挨拶～


